
重点事業一覧

①子どもの権利を守ります。
　一人ひとりの子どもがいきいきと育つよう、子どもの権利を守ります。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

60
保健福祉相
談室
関係各課

・関係機関や関係各課等で連携しながら虐待の早期発
見、早期対応、虐待を受けた被害者の保護や見守り、
情報収集など円滑な対応に努める。
・深刻な虐待につながらないように相談支援する。
・虐待の未然防止について検討する。

98
保健福祉相
談室
関係各課

99
保健福祉相
談室
関係各課

・現在の相談体制を継続するとともに、深刻な虐待が発
生しないよう予防を講じたい。
・孤立して育児をすることがないよう、地域の資源につ
なげたい。

178
保健福祉相
談室
関係各課

進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）事　 業　 名

児童虐待防止ネットワーク
事業＜２－Ⅱ－７＞重点①

・代表者会議（年２回）　・担当者会議（第３木曜日）
・高齢者部会・DV・障害者部会（奇数月）関係課　企画政策課、社会福祉課、
　高齢者福祉課、保健福祉相談室
・児童部会（偶数月）関係課　児童家庭課、健康課、学校教育課（教育センター
室）
　保健福祉相談室

虐待防止事業の充実
＜２－Ⅲ－１１＞重点①

・月曜日から金曜日　８時３０分から１７時１５分（窓口・電話・出張相談及び訪
問指導の実施）家庭児童相談を中心に関係課・関係機関と連携協力をして、相
談支援を行った。延相談件数１，０４７件　窓口開設２４６日
白井市家庭等における暴力対策ネットワーク担当者会議の開催　年６回
　市民が気軽に相談でき、安心して生活できた。当事者、近隣住民、関係者か
らの相談や情報提供に対応し、必要時児童相談所に送致するなどして虐待が
深刻にならないように対応した。
　家庭児童相談を中心に、関係課・関係機関と連携協力をして相談支援を行っ
た。

児童虐待防止ネットワーク
事業＜２－Ⅲ－１１＞重点
①

事業番号６０に再掲

児童虐待防止ネットワーク
事業＜２－Ⅴ－２３＞重点
①

事業番号６０に再掲



重点事業一覧

②小児医療の充実に向けた努力を続けます。
　情報提供を行うなど、小児医療の充実に向けた努力を続けます。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

145 健康課
　印旛市郡小児初期急病診療所を維持するため白井
市民の受診割合に応じた負担金を負担していく。

147 健康課

　・印旛市郡小児初期急病診療所及び開設される小児
休日・夜間医療機関の診療体制の維持に努める。
・白井市は、印旛郡市の中でも西に位置し東葛地域に
隣接していることから、休日夜間の救急時に市内二次
救急医療機関（北総白井病院及び聖仁会病院）や船橋
市や鎌ヶ谷市などの当番医や夜間診療を受診する市
民も多い。そこで、聖仁会病院には移転計画に伴い、
現行の小児科医については、開院時より夕方の診療を
開始したいという回答を受けてはいるが、今後も夜間の
小児救急医療体制の充実を検討していく要請をしてい
きたい。

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

小児科の誘致に対する支
援
＜２－Ⅳ－１８＞重点②

・近隣の状況について情報収集をし、前向きに検討要望をしている。

休日・夜間診療の推進（小
児初期急病診療の支援）
＜２－Ⅳ－１８＞重点②

・情報提供：健康カレンダー、暮らしの便利帳、タウンマップに医療機関の連絡
先を掲載。・医療機関の位置図を防災マップに掲載・市のホームページに千葉
県の「千葉救急医療ネット」をリンク・お盆及び年末年始についての市内医療機
関の臨時休診に関する情報を捉え、市ホームページや電話での問い合わせに
対応。
・小児初期救急診療について：印旛市郡医師会へ委託   受診者数：２６１名（小
児初期急病診療所）
・年末年始歯科診療事業（１２月３１日、１月２日）９名受診



重点事業一覧

③保育サービスを充実させます。
　待機児童ゼロをめざし、家庭的保育事業など新たな事業を行います。また、多様な保育ニーズに合わせて、引き続き、保育サービスを充実させます。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

31 児童家庭課

　児童数の推移及び保育需要を注視し、必要なサービ
スを検討する。保育室の面積に余裕のある園に対し、
受入れ増（定員増）を要請していく。
　家庭的保育の保育者１人当たりの保育児童数が増え
るよう受け入れを要請していく。

32 児童家庭課
　保育者を１人増員し、４人体制で実施する。保育者と
連携保育所との連携を深めるとともに現任研修、応急
手当講習を実施し、保育の質の向上を図る。

④子どもの医療費の助成範囲を拡大します。
　子育てにかかる経済的負担を軽減するため、乳幼児以外にも対象を拡大した医療費の助成を行います。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

43 健康課
　県及び県内の市町村の動向を注視し、拡大について
検討していく。

家庭的保育事業
＜２－Ⅱ－５＞重点③

・白井ふじ保育園で子育て支援拠点を園とは別棟で整備したことにより、平成２
５年度から園の定員が１０名増となった。
・白井保育園で老朽化した施設の大規模改修を行ったことにより、より良い保
育環境が整った。
・家庭的保育事業を３人の保育者で実施し、実人数６人の待機児童の解消が
図られた。

・家庭的保育者を新規で募集、応募者１人　　家庭的保育者数３人
　　　　　　　　　　家庭的保育補助者数４人　　利用者数６人
・家庭的保育事業を６人が利用し、待機児童の解消につながった。
・家庭的保育者の拡充のため、新規で２人の予定が１人のみの応募となった。
　応募があった１人についても２回目の募集での応募であり、研修及び保育実
習等が必要なため年度内の保育開始はできなかった。

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

待機児童対策
＜２－Ⅱ－５＞重点③

乳幼児・小学生医療費助
成事業
＜２－Ⅱ－６＞重点④

・子ども医療の助成として、１０１，２４９件　１７８，１５９，５４６円の助成を行っ
た。
保護者の経済的負担の軽減と子どもの健康対策の充実が図られた。



重点事業一覧

⑤子どもが安心して過ごせる場所を確保し、充実させます。
　乳幼児から中高生までの幅広い年齢の子どもたちが安心して過ごせる場所（児童館、公民館など）を確保し、充実させます。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

38 児童家庭課

　運営について、各学童の運営会と相談しながら検討し
ていく。施設については、耐用年数・老朽化を考え、教
育委員会と協議しながら改修計画を検討していく。
　未整備地区の第２小学校区については、必要性を考
え検討していく。

41 社会福祉課

　障害児の放課後対策事業は、平成１８年４月に施行さ
れた「障害児自立支援法」の障害児タイムケア事業とし
て地域生活支援事業に位置付けられている事業であ
り、本来は市が行う事業である。将来的には指定管理
者制度による放課後対策事業の導入を検討する。

111
児童家庭課
（児童館）

 他校、異学年の交流を通して、色々なことに挑戦する
なかで、考える力、行動する力を養う。

114 生涯学習課

　事業の運営にあたっては、地域の方々へ協力を呼び
かけ、地域主体の運営を行う。
　運営の主体を市の職員からコーディネーター、地域の
協力者へと移行していく。

148
児童家庭課
（児童館）

152 生涯学習課

特別支援学校児童等の放
課後対策の充実
＜２－Ⅱ－５＞重点⑤

・市内で特別支援学校等に通う児童（中高生）の放課後対策事業を実施してい
るＮＰＯ法人障害者サポートしろいに運営費を補助。１３人利用

指定管理者が事業を計画及び実施
【小学生対象事業】
・さくらだいクラブ（９６名）・チャレンジタイム（１１５名）・レクホール解放（５９名）
・わくわく科学教室（３０名 保護者５名）・お料理ランド（３４名）・小学生、中高生
ルーム解放（１１，５２５名）・チャレンジ祭り（２１５名）・つくってあそぼう（１０２
名）
・仲間づくりの日（１１３名）
【中・高生対象事業】
・駅前遊学（５５５）・漢字検定講座１７０名累計）・サマーフェスタ（３１３名）
・ぽんた倶楽部（２名）・音楽ワークショップ（３１３名）

児童館事業の充実
＜２－Ⅲ－１３＞重点⑤

放課後子どもプラン事業
＜２－Ⅲ－１３＞重点⑤

・年間開催日数：２３日　　登録児童数：２９人　　参加延人数：８５６人
・実施場所　白井第二小学校（図書室・体育館・校庭）
・活動内容　工作、学習、自然体験活動、スポーツ等
【成果】放課後の安全安心な活動拠点の確保と地域の方の参画を得て実施す
ることができた。参加者と保護者を対象としたアンケートからは「様々な事に興
味を持つようになった」「家庭での会話が増えた」等の声が上がっている。

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

学童保育所の充実
＜２－Ⅱ－５＞重点⑤

・各学童保育所への運営委託（８ケ所）及び施設設備の改修工事や修繕を行
い、児童の健全育成のための環境整備が図られた。
　改修工事等（トイレ増設・塗装工事等１０件）　修繕（エアコン・畳張替等９件）
・児童が増加している学童においては、施設的に運営が厳しくなっているところ
もあり、増築等の施設整備を検討している。

児童館事業の充実
＜２－Ⅳ－１９＞重点⑤

事業番号１１１に再掲

放課後子どもプラン事業
＜２－Ⅳ－１９＞重点⑤

事業番号１１４に再掲



重点事業一覧

⑥子育てについての悩みや不安を和らげ、ふれあいの場を提供します。
　子育て支援センターやつどいの広場などさまざまな場所を通じて、育児の悩みや不安の相談を行うなど、子育て仲間をつくるきっかけづくりをします。
　また、子育て世帯と地域住民との交流を働きかけます。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

55 健康課
・多胎児サークルの活動支援の継続。
・個々の支援をとおし、外国人母子向けのサークル支
援。

59
児童家庭課
（保育園）

　保護者の意向調査を実施して支援のあり方を考えて
行く。
　各地域へ足を運び、育児情報の提供や相談などを積
極的に行っていく。
サークルの育成支援をしいてく。

74
保健福祉相
談室

・複雑な相談の解決を支援するため、児童相談所など
の関係機関や関係各課との連携を密にして対応してい
く。
・事業仕分けの「家庭児童相談員、常勤職員、児童相
談所との役割分担を明確に」との意見を受け、児童相
談所には一時保護や立ち入り調査などの権限行使が
必要なケースについて中心となって対応してもらい、家
庭児童相談員は初期相談や比較的軽易な相談を主と
して担当、それ以外のケースは常勤相談員が主担当と
なる。

141
児童家庭課
関係各課

　多様な年齢層が出会う場を提供していく。

173
児童家庭課
（保育園）

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

【実績】多胎児サークル支援：月１～２回、場所：公民センター、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健師参加数：３回　新規参加者：１組
【成果】各サークルの会長が中心となり、主体的に活動が実施できた。

子育てサークル支援事業
＜２－Ⅱ－７＞重点⑥

地域子育て支援拠点事業
＜２－Ⅱ－７＞重点⑥

【子育て支援センター　ふれんど】
・市内在住の未就学児と保護者を対象として、支援センター室を開放。平成２４
年度登録者数：３８５名（延６，９４１名利用）、相談件数：２０４件
【子育て支援センター　スマイル】
・市内在住の未就学児と保護者を対象として、支援センター室を開放。平成２４
年度登録者数：２９１名（延６，０２０名利用）、相談件数：７２件

・月曜日～金曜日　午前９時３０分～午後４時３０分（窓口・電話・出張相談及び
訪問相談）　延相談件数 １，０７４件
・児童や保護者が気軽に相談でき、安心して生活することができた。

子育て相談窓口
＜２－Ⅱ－７＞重点⑥

世代間交流の啓発
＜２－Ⅳ－１６＞重点⑥

【子育て支援センター ふれんど】
・ボランティア団体による　お話の読み聞かせ（月１回）　おもちゃの広場ボラン
ティア（月１回）　　・センター解放（月～金・土曜月１回）
【子育て支援センター スマイル】
・ボランティア団体による　お話の読み聞かせ（年６回）
・センター解放（月～金・土曜月１回）
【両センター】
・小学６年生事業での乳児とのふれあい学習、中学校の職業体験や家庭科授
業でのふれあい学習、各専門学校、短大、大学からのボランティア体験の受入
れ。
※開放や交流会の設定実施
・一緒に遊んだり、ふれあったり、会話するなど交流ができた。

地域子育て支援事業
＜２－Ⅴ－２１＞重点⑥

事業番号５９に再掲



重点事業一覧

⑦親子が互いに学び、育てあえる環境づくりを支援します。
　地域での親子のふれあいや学びを通じ、親として、次代の親として、人間形成の場づくりを支援します。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

57
児童家庭課
（児童館）

　子育て情報が交換できる場として開放し、同年齢の子
を持つ親子同士がコミュニケーションを図り、子育ての
孤立感、悩みが解決できるよう支援していく。母親中心
の子育てから父親も子育てに参加することで子育ての
充実が図れる。

80 関係各課

・健康課：継続実施。小学生を対象とした食育教室も実
施する。
・文化課：事業を継続していく。
・農政課：平成２５年度からは、JA西印旛農産物直売組
合 白井支部が主体となり、農業体験事業「収穫体験」
を実施。
・生涯学習課：今後も実行委員会等で、多くの市民・参
加者の意見を踏まえ、効率よく効果的に進めていく必
要がある。

88 関係各課

89
児童家庭課
（児童館）

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

親子教室
＜２－Ⅱ－７＞重点⑦

【児童館主催事業】：指定管理者が実施（４児童館の合計）
【親子教室】
対象・生後６か月未満の親子　　１０回　１３５組　２４７人
　    ・６か月～１歳未満の親子　１４回　　９９組　１９４人
　　  ・生後１０か月未満の親子　　７回　　４８組　１５６人
　　  ・生後１０カ月以上の親子　　 ５回　１１４組　２３７人
【親子自主サークル】
対象・０歳児の親子　１０９回　　　８４２組　１，６２３人
　　　・１歳児の親子　１０９回　１，１２７組　２，５９７人
　　　・２歳児の親子　１１４回　　　８４９組　１，８５３人
【父子対象事業】
対象・未就学の父と子　西白井児童館　１回　　５組　１３人
　　　　　　　　　　　　　　 駅前児童館　　 １回　１０組　２０人
　

親子で参加する機会の提
供
＜２－Ⅱ－８＞重点⑦

・健康課：食生活改善推進員協議会主催　「親子で食育教室」２回実施
【内容】食育に関する講話、調理実習
【参加者】未就学児（４～５歳）とその保護者２２組４６人
【成果】子どもと保護者が一緒に食事作りを体験し会食することにより、子ども
は苦手な食べ物でも食べるきっかけになった。「食」に親しむ機会を増やすこと
で、家庭での「食育」実践に向けた動機付けを図ることができた。
・文化課：ロイ君アワーの上映　毎週日曜日１回開催（春夏休み水曜日から日
曜日１回開催）計８４回　参加者２，６９８人
：ひよこプラネタリウム　・４月、・５月・９月・２月・３月　全１５回　　参加者５３０名
：星を見る会／昼間の星を見る会　月１回　参加者１，９６７人
：親子ライブコンサート　７月２９日　参加者１８１人
・農政課：田植え　稲刈り体験の実施
「田植え体験」５月１６日（土）　参加者６８人
「稲刈り体験」９月２４日（土）　参加者４３人
JA西印旛農産物直売組合　白井支部主催により木地区「やおぱぁく」下の水田
で田植え・稲刈り体験を実施し、終了後に白井産米を使用しての昼食。農業へ
の理解と親しみ、興味心をもって見らう機会となった。
・生涯学習課：白井梨マラソン大会　参加者３，２８９名（親子レース３７２名）

親子で参加する機会の提
供
＜２－Ⅱ－９＞重点⑦

事業番号８０に再掲

親子（特に父子）教室
＜２－Ⅱ－９＞重点⑦

事業番号５７に再掲



重点事業一覧

⑧食育の推進を行います。
　乳幼児期、保育園、学校といった子どものライフステージごとに、食を通じた子どもたちの健やかな育ちを支援します。
事業
番号

担 当 課 今後の取り組み

10 健康課
　様々な機会を活用して、家庭における食育への理解
が進み実践につながるよう、働きかけを行っていく。

17 健康課
・平成２４年度から事業の見直しを図り、「かみかみ教
室」として実施していく。
・母親のニーズを確認しながら事業を行う。

56 健康課

84 健康課

127 健康課

128
児童家庭課
（保育園）

　食育年間計画の見直し。身近な場所での作付け。食
物を育てる実体験の実施。農家の方の講師ボランティ
アの依頼。
　年間実施計画の見直し。
　園で収穫した野菜については、給食食材放射性物質
検査を行い、安全を確認していく。

129 学校教育課
　学校だけの取り組みだけでなく、地産地消など地域と
の連携を進めていく。

事　 業　 名 進 捗 状 況 及 び 評 価（２４年度）

・妊娠期や乳幼児、小学生等の保護者を対象とした事業の際に、それぞれ対象
に応じた食生活について知識の普及を図った。

９か月からの食育教室
＜２－Ⅱ－４＞重点⑧

・実施回数：年１１回　・対象者数：５４９名　・参加者数：３３３名
・参加率：６０．７％
・個別相談（希望者）：栄養８３件　歯科３２件　保健３６件

家庭への食育の推進
＜２－Ⅰ－３＞重点⑧

保育園での食育
＜２－Ⅲ－１４＞重点⑧

・各保育園で実施
　プランターや畑で自分たちが育てた野菜を調理して食べる会を開催した。子ど
もたちが偏食していても次第に何でも食べられるようになり、保護者もそのこと
をとても喜んで家庭でも実施してみるなど、良い効果があった。食育指導やクッ
キングをとおして、食への関心が高まった。

学校での食育の推進
＜２－Ⅲ－１４＞重点⑧

・学童の時期から良い生活習慣（食習慣）を身につけるため、栄養士による栄
養の３色分類、食品の特徴の話や紙芝居などの栄養指導媒体を使用し、食育
指導を行う。
　また給食試食会等で保護者に対ての講話を行う。
・市内小学校８校　１４５回実施

９か月からの食育教室
＜２－Ⅱ－７＞重点⑧

事業番号１７に再掲

家庭への食育の推進
＜２－Ⅱ－８＞重点⑧

事業番号１０に再掲

家庭への食育の推進
＜２－Ⅲ－１４＞重点⑧

事業番号１０に再掲


